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 ４月３日の第９回集団予防接種等によるＢ型肝炎感染拡大の検証及び再発防

止に関する検討会における資料５「具体的な論点（たたき台案）」に対し、当方

から「感染拡大がこういうふうに広がった理由の中に医学的なコメントがない

のが少しあるので、補足したい」として「医学的に、現在においても感染経路

の証明というのが難しいということを念頭に置いた上で、また行政的にどうす

べきかというのを議論していただくのがいい」との意見を申し述べさせていた

だきました。 

 

ついては、前回の当方の意見について、裏付けとなる医学的データを別添と

してお示しするとともに、資料４「集団予防接種等によるＢ型肝炎感染拡大の

再発防止策について（案）」中の42ページにある同様の趣旨の記載について、

より正確性を期すため、以下のとおり修正するよう、申し述べます。 

 

＜修正案＞ 

Ｂ型肝炎感染については、潜伏期間に幅があること、不顕性感染例も存在する

という疾病の特徴から、特定のエピソードがない場合には現時点でも感染経路

の特定が困難であることの認識が必要である。 
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